
　

２
０
１
９
年
度
に
東
京
都
・
私
立
新
渡
戸
文
化
学
園

に
赴
任
し
た
山
本
崇
雄
先
生
は
、
担
当
す
る
英
語
の
授

業
で
、生
徒
の
学
び
の
意
欲
の
喚
起
を
大
切
に
し
た「
教

え
な
い
授
業
」
を
行
っ
て
い
る
。
同
学
園
は
、
平
岩
国

泰
理
事
長
の
下
、
Ｓ
Ｔ
Ｅ
Ａ
Ｍ
教
育
（
＊
1
）
な
ど
、

学
校
改
革
を
推
進
中
で
、
中
学
校
・
高
校
で
の
新
し
い

東京都・私立新渡戸文化学園
◎こども園、小・中学校、高校、アフタース
クール、短期大学を擁する総合学園。1927 年、
経済学者・森本厚吉理事長の下、女子文化高
等学院として開校。翌年、新渡戸稲造を初代
校長として迎える。2008 年に法人名を東京
文化学園から新渡戸文化学園に変更した。小・
中・高で自律的学習者の育成を目指し、PBL
型授業を取り入れたカリキュラム編成を行う
などの教育改革を行っている。中学校では、
2020 年度から、５教科が連携した５時間連
続のクロスカリキュラムを実施予定。
◎設立　1927（昭和２）年
◎生徒数　中学校１学年１クラス、高校１学年
3 クラス
◎形態　全日制／普通科／共学（高校）
◎URL　https://www.nitobebunka.ac.jp/

東京都・私立新
に と べ

渡戸文化学園
山本崇雄　やまもと・たかお　

教職歴２５年。同校に赴任して１年目。
東京都立両国高校、同武蔵高校に勤務後、
２０１９年度から同校に赴任。
講演会や出前授業、
執筆活動を精力的に行っている。

10:40 活動内容を確認 授業
ハイライト

教
科
の
知
見
を
生
か
し
た

問
題
解
決
型
学
習
で
、

自
律
的
な
学
習
者
を
育
て
る

生徒は、１分間、マインドフルネスで心を整えた後、以前
紙にまとめた「自分の強み」を確認。山本先生が「強みの
異なる人が集まってパワーが生まれる。みんなのよさを出し
合いながら目標に向かおう」と伝えた。そして、授業後に
記入する自己評価シート「学びのグラフ」を配布し、時間
管理・協働・行動の 3 つを意識して活動するよう呼びかけた。

●
中
学
１
年
生
の
英
語
・
理
科
の
合
教
科
に
よ
る
２
時
間
続

き
の
授
業
。
英
語
や
理
科
の
知
識
の
必
要
性
を
認
識
で
き
る

よ
う
設
定
さ
れ
た
問
題
解
決
型
学
習
を
１
年
間
行
う
。
本
時

で
は
、
環
境
問
題
へ
の
理
解
を
深
め
た
後
、
調
べ
学
習
な
ど

を
行
っ
た
。（
Ｐ
．33
に
年
間
シ
ラ
バ
ス
を
掲
載
）

英語・理科の合教科

実践

生
徒
の
内
か
ら
湧
き
出
る
意
欲
を

大
切
に
し
た
「
教
え
な
い
授
業
」

山
本
先
生
の
ア
ク
テ
ィ
ブ
・
ラ
ー
ニ
ン
グ

主体的・対話的で
深い学びへ

＊１　STEAM は、Science、Technology、Engineering 、Art、Mathematics の頭文字で、STEAM 教育は、科学・技術・工学・芸術・数学に重点を置いた教育、人材育成のこと。
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英
語
教
育
と
問
題
解
決
型
学
習
を
実
現
さ
せ
る
た
め
、

山
本
先
生
を
招
い
た
。

　

山
本
先
生
が
現
在
の
授
業
ス
タ
イ
ル
を
確
立
し
た

き
っ
か
け
の
1
つ
は
、11
年
に
イ
ギ
リ
ス
・
ケ
ン
ブ
リ
ッ

ジ
大
学
で
行
わ
れ
た
英
語
教
授
法
の
研
修
会
に
参
加
し

た
こ
と
だ
っ
た
。

　
「
そ
の
頃
に
始
め
た
オ
ー
ル
イ
ン
グ
リ
ッ
シ
ュ
の
授

業
に
つ
い
て
、
研
修
会
参
加
者
か
ら
『
教
え
す
ぎ
』
と

指
摘
さ
れ
ま
し
た
。
生
徒
は
活
発
に
活
動
し
、
英
語
で

意
思
疎
通
が
可
能
に
な
る
こ
と
に
達
成
感
を
得
て
い
る

よ
う
に
見
え
ま
し
た
が
、今
思
え
ば
、生
徒
は
私
の
指
導

に
沿
っ
て
英
語
を
使
っ
て
い
た
だ
け
で
し
た
。
４
技
能

は
身
に
つ
い
た
と
し
て
も
、思
考
力
や
自
律
的
に
学
習
に

取
り
組
む
態
度
の
育
成
は
で
き
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
」

　

山
本
先
生
の
「
教
え
な
い
授
業
」
で
は
、
中
学
１
年

生
の
英
語
の
場
合
、
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
を
習
得
し
終
え

る
前
に
、
生
徒
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
電
話
で
ア
ジ
ア
の

中
学
生
と
英
語
で
や
り
と
り
を
始
め
る
。
知
っ
て
い
る

英
単
語
を
活
用
し
な
が
ら
何
と
か
会
話
を
す
る
中
で
、

生
徒
は
自
分
の
英
語
が
通
じ
た
喜
び
を
感
じ
、
も
っ
と

英
語
で
話
し
た
い
と
思
う
よ
う
に
な
る
。

　
「
私
が
育
成
を
目
指
す
の
は
、
自
律
的
な
学
習
者
で

す
。『
学
び
た
い
』
と
い
う
内
発
的
動
機
が
芽
生
え
た

時
に
、
生
徒
は
も
の
す
ご
い
力
を
発
揮
し
ま
す
。
生
徒

の
学
習
意
欲
を
い
か
に
引
き
出
す
か
が
、
教
師
の
腕
の

見
せ
ど
こ
ろ
だ
と
考
え
て
い
ま
す
」

　

そ
う
し
て
英
語
の
学
習
意
欲
を
高
め
た
上
で
、目
的

に
応
じ
て
文
法
指
導
や
教
科
書
を
取
り
入
れ
て
い
く
。

高
校
で
も
、文
法
だ
け
の
指
導
は
せ
ず
、単
元
内
容
を

生
徒
同
士
が
英
語
で
話
し
合
っ
た
り
、絵
や
図
に
表
し

な
が
ら
説
明
し
た
り
し
て
、最
後
は
生
徒
自
身
で
問
い

を
立
て
、調
べ
て
答
え
を
出
す
と
い
っ
た
活
動
を
さ
せ

る
。大
学
入
試
に
対
応
し
た
学
習
で
も
、志
望
校
の
過

去
問
題
な
ど
、生
徒
自
身
で
問
題
を
選
ん
で
解
き
、分

か
っ
た
こ
と
を
生
徒
同
士
が
英
語
で
共
有
す
る
。

　

本
時
の
授
業
は
、
英
語
と
理
科
の
合
教
科
で
、
両
教

科
を
１
時
間
ず
つ
つ
な
げ
た
２
時
間
と
し
、
週
１
回
、

通
年
で
設
け
て
い
る
。
山
本
先
生
と
理
科
担
当
の
山さ

ん
と
う藤

旅り
ょ

聞ぶ
ん

先
生
の
チ
ー
ム
・
テ
ィ
ー
チ
ン
グ
で
進
め
、
生
徒

は
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
（
＊
2
）
に
関
連
す
る
テ
ー
マ
の
問
題
解

決
型
学
習
に
取
り
組
む
。

　
「
生
徒
の
深
い
学
び
を
実
現
し
よ
う
と
、
理
科
と
の

合
教
科
で
Ｃ
Ｂ
Ｌ
（
＊
3
）
を
行
っ
て
い
ま
す
。
Ｓ
Ｄ

Ｇ
ｓ
に
つ
い
て
学
ん
だ
後
、
生
徒
同
士
で
話
し
合
っ
て

身
近
な
こ
と
か
ら
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
に
関
係
の
あ
る
問
題
を
見

い
だ
し
、
そ
の
問
題
の
解
決
策
を
立
案
・
実
行
し
ま
す
。

そ
の
過
程
で
、
英
語
の
資
料
や
科
学
の
知
識
を
提
供
す

る
な
ど
し
て
い
ま
す
」

　

例
え
ば
、
本
時
の
授
業
で
は
、
日
本
で
は
あ
ま
り
報

じ
ら
れ
て
い
な
い
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み
の
輸
出
国
の

英
文
資
料
を
使
っ
た
。
内
容
の
説
明
を
せ
ず
に
生
徒

に
見
せ
、
何
の
グ
ラ
フ
か
を
考
え
さ
せ
る
。「
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
の
排
出
量
？
」
と
言
う
生
徒
に
、「
惜
し
い
ね
。

10:58 10:51最先端のリサイクル技術を紹介 英文資料からプラスチックごみ問題を考察

続いて、理科の山
さんとう

藤旅
りょぶん

聞先生が、「魚がプラスチックを食べ
たら、どうなると思う？」と問いかけた。プラスチックごみは、
腸で吸収できず、魚の体内に残ることを説明し、リサイクル
の必要性への意識を高めた。そして、動画を流し、古着をリ
サイクルしてジェット燃料にする技術など、最先端のリサイ
クル技術の研究を紹介した。

山本先生は、英文の資料を示し、「日本ではあまり見かけない
データですが、日本が世界１位です。何のグラフかな？」と
発問。生徒が議論する中で、山本先生は英単語の成り立ちか
ら文意を類推するためのヒントを与えた。プラスチックごみ
の国ごとの輸出量という正解にたどり着いた後、海外の資料
やデータも調べれば、見えてくるものが増えることを伝えた。

教
師
の
的
確
な
発
問
と
教
科
の
専
門
性
で

生
徒
の
思
考
の
幅
を
広
げ
る

思
考
の
活
性
化
・
深
化
へ
の
配
慮

＊ 2　Sustainable Development Goals の略。2015 年に国連が掲げた、持続可能な開発目標のこと。「貧困をなくそう」「飢餓をゼロに」など、17 の目標と 169 のターゲッ
トから成る。　＊ 3　Challenge Based Learning の略。問題解決型学習の１つの方法。解決策を立案するだけでなく、その実践までを行うプロジェクト型学習。
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“
export”

は
ど
う
い
う
意
味
か
な
？　“

port”

は
？
」

な
ど
と
、
英
単
語
を
分
解
し
て
意
味
を
考
え
さ
せ
た
。

そ
の
よ
う
に
し
て
、
英
語
を
知
っ
て
い
れ
ば
多
様
な
情

報
が
手
に
入
り
、知
見
が
広
が
る
こ
と
を
体
感
さ
せ
る
。

そ
う
し
た
工
夫
を
合
教
科
の
授
業
で
行
っ
た
上
で
、

英
語
の
授
業
で
は
、
4
技
能
の
育
成
を
行
っ
て
い
る
。

　

生
徒
が
設
定
し
た
テ
ー
マ
は
、「
持
続
可
能
な
世
界

に
つ
な
が
る
カ
フ
ェ
づ
く
り
」
だ
。
最
初
に
出
た
学
校

の
緑
化
と
い
う
ア
イ
デ
ア
が
学
校
菜
園
の
設
置
に
発
展

し
、
最
終
的
に
、
収
穫
し
た
野
菜
を
提
供
す
る
カ
フ
ェ

設
置
と
い
う
目
標
が
決
ま
っ
た
。
現
在
は
カ
フ
ェ
の
コ

ン
セ
プ
ト
、
メ
ニ
ュ
ー
、
経
営
方
法
な
ど
に
つ
い
て
、

役
割
分
担
を
し
て
調
査
し
て
い
る
段
階
だ
。
生
徒
は
企

画
を
形
に
す
る
中
で
、
店
内
で
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
を
表

現
し
た
り
、
フ
ェ
ア
ト
レ
ー
ド
の
食
材
を
メ
ニ
ュ
ー
に

し
た
り
と
、
社
会
問
題
の
解
決
に
向
け
て
、
自
分
た
ち

に
で
き
る
こ
と
を
具
現
化
し
て
い
く
。

　

山
本
先
生
は
、
生
徒
同
士
の
関
係
性
づ
く
り
に
お
い

て
、「
み
ん
な
が
ハ
ッ
ピ
ー
で
あ
る
こ
と
」（
倫
理
観
）、

「
対
等
に
対
話
を
重
ね
る
こ
と
」（
双
方
向
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
）、「
試
行
錯
誤
し
な
が
ら
、
よ
り
よ
い
方

向
へ
行
動
す
る
こ
と
」（
自
己
修
正
）
を
大
事
に
し
て

い
る
。
そ
の
３
つ
の
観
点
は
、
社
会
規
範
に
従
い
な
が

ら
、
様
々
な
人
々
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
通
じ

て
、
集
団
で
目
標
を
達
成
す
る
と
い
っ
た
ビ
ジ
ネ
ス
で

の
考
え
方
を
参
考
に
し
た
も
の
だ
。
集
団
で
目
標
達
成

に
向
け
て
活
動
す
る
中
で
、
活
動
の
ル
ー
ル
を
定
め
る

必
要
が
出
て
く
る
場
合
も
あ
る
が
、
そ
の
ル
ー
ル
は
生

徒
同
士
で
の
議
論
を
経
て
、
決
め
さ
せ
る
。

　
「
仲
の
よ
さ
に
関
係
な
く
、
共
通
の
目
標
を
設
定
し
、

協
働
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
生
徒
自
身
が
ル
ー
ル
を

決
め
、
そ
れ
を
守
る
こ
と
で
、
倫
理
観
や
規
範
意
識
、

そ
し
て
非
認
知
能
力
を
高
め
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
」

　

合
教
科
の
授
業
に
お
け
る
生
徒
の
学
習
意
欲
の
高
ま

り
は
、
教
師
の
予
想
以
上
だ
と
言
う
。

　
「
カ
フ
ェ
づ
く
り
と
い
う
目
標
を
、
生
徒
は
１
か
月

ほ
ど
で
立
て
ま
し
た
。『
や
り
た
い
』
と
い
う
思
い
を

持
て
た
こ
と
が
、
大
き
な
推
進
力
と
な
っ
て
い
ま
す
」

　

問
題
解
決
型
学
習
を
通
じ
て
、
他
者
の
意
見
に
共
感

す
る
力
や
自
分
の
考
え
を
言
語
化
す
る
力
も
高
ま
っ
て

い
る
。
今
後
は
、
非
認
知
能
力
の
高
ま
り
と
教
科
学
力

と
の
相
関
を
検
証
す
る
こ
と
が
課
題
だ
。

　
「
英
語
学
習
へ
の
関
心
が
低
か
っ
た
生
徒
が
、『
同
世

代
１
０
０
人
と
話
し
た
い
』
と
言
っ
て
英
語
の
授
業
に

熱
心
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
話
し
た
い
と
い
う
意
欲

や
非
認
知
能
力
は
高
め
て
き
ま
し
た
が
、
そ
れ
を
教
科

学
力
の
向
上
と
い
う
見
え
や
す
い
形
に
も
結
実
で
き
る

よ
う
工
夫
を
続
け
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
」

12:23

途中 10 分間の休憩を挟み、カフェの企画書作成、カフェの調
査研究、カフェで提供する食事に使う野菜の研究、ブロック
を用いた店舗イメージの制作など、生徒は各自の作業に没頭
した。最後に、今日の活動を振り返り、授業冒頭に配布され
た自己評価シート「学びのグラフ」に、時間管理・協働・行
動について、それぞれ 10 段階で自己評価した。

11:25

次に、「最先端の学び」について、山本先生は世界最難関大学
の 1 つと言われるアメリカ・ミネルバ大学を紹介し、インター
ネットで教学内容について生徒に調べさせた。同大学では問
題解決型学習を行っていることを確認した上で、本時の学習
テーマである「持続可能な世界につながるカフェづくり」の
実現に向けて、生徒は役割を分担して調べ学習を行った。

３つの観点で自己評価 海外サイトの検索、調べ学習

非
認
知
能
力
の
向
上
と
教
科
学
力
の

相
関
を
検
証
す
る
の
が
今
後
の
課
題

成
果
と
課
題

集
団
で
共
通
目
標
を
達
成
す
る
活
動
を

通
し
て
、
協
働
性
や
倫
理
観
を
高
め
る

場
づ
く
り
へ
の
配
慮

＊３　Public Relations Skill 略。
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伊
藤
鳳た

か

之の

心し
ん

さ
ん　

小
学
校
で
の
外
国

語
活
動
で
は
、
主
に
先
生
の
説
明
を
聞

い
た
り
、
英
語
を
使
う
活
動
を
し
た
り

し
て
い
ま
し
た
が
、
山
本
先
生
の
授
業
で
は
、
自
分
が

調
べ
た
い
こ
と
を
調
べ
ら
れ
る
の
で
、
楽
し
い
で
す
。

特
に
、
英
語
と
理
科
の
合
教
科
の
授
業
で
は
、
１
つ
の

こ
と
を
た
く
さ
ん
の
資
料
を
読
み
な
が
ら
考
え
る
の
で
、

視
野
が
広
が
り
ま
す
。
ま
た
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
に
つ
い
て
考

え
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
で
、
街
を
歩
い
て
い
る
時
、

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
を
テ
ー
マ
に
し
た
店
に
目
が
い
く
よ
う
に
な

る
な
ど
、
社
会
を
見
る
目
も
変
わ
り
ま
し
た
。

　

英
語
の
授
業
で
は
、
ビ
ン
ゴ
ゲ
ー
ム
で
単
語
を
覚
え

た
り
、
英
文
を
つ
く
る
縦
横
ド
リ
ル
に
取
り
組
ん
だ
り

し
て
い
る
う
ち
に
、
自
然
と
英
語
表
現
が
身
に
つ
い
て

い
ま
す
。

中
内
潮し

音お
ん

さ
ん　

小
学
校
の
時
は
、
教

材
の
順
番
通
り
に
学
ぶ
授
業
で
し
た
が
、

山
本
先
生
の
授
業
で
は
、
自
分
の
興
味
・

関
心
の
あ
る
こ
と
を
自
由
に
調
べ
な
が
ら
学
べ
ま
す
。

調
べ
て
い
る
途
中
で
自
分
に
と
っ
て
新
し
い
発
見
が
あ

る
な
ど
、
自
然
と
学
び
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。
自
分
の

興
味
・
関
心
に
基
づ
い
て
学
ぶ
の
で
、
前
向
き
に
取
り

組
め
ま
す
。

　

定
期
考
査
は
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
な
ど
に
つ
い
て
、
自
分
は

ど
う
思
う
か
、
ど
う
し
た
い
か
を
英
語
で
書
く
問
題
が

中
心
で
す
。
自
分
の
考
え
を
ま
と
め
る
の
は
大
変
で
す

が
、
言
い
た
い
こ
と
を
ど
う
表
現
す
れ
ば
よ
い
の
か
、

辞
書
を
引
き
な
が
ら
考
え
る
中
で
、
新
し
い
表
現
を
知

り
、
そ
れ
が
自
分
の
も
の
に
な
っ
て
い
く
感
覚
を
持
て

た
時
は
、
大
き
な
達
成
感
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
Ｓ
Ｄ

Ｇ
ｓ
の
学
習
を
通
し
て
世
界
の
問
題
に
つ
い
て
知
る
こ

と
が
で
き
、
ニ
ュ
ー
ス
を
見
て
い
て
も
内
容
が
理
解
で

き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

１学期 ２学期 ３学期

学
習
内
容

SDGs を通して社会課題を知る
• 身近な問題に結びつける

SDGs や社会課題を英語や理科の学
習に結びつける
• 教科書の SDGs に関連のある項

目に付箋をつける
• 英語の記事や動画から SDGs に

ついて理解を深める
• 取り組みたいプロジェクトを設定

する

SDGs を通して社会課題の解決法を
考える
• 実際の事例から学ぶ
• 身近な問題に結びつける

SDGs や社会課題を英語や理科の学
習に結びつけ、分かったことを表現
する
• 学んだことを教科と結びつけて
（時には英語で）表現する

自分の解決したい社会課題について発
信する
•Study Festa（展示会）

SDGs や社会課題を英語や理科の学習
に結びつけ、分かったことや行動した
いこと、アイデアなどを外部へ発信す
る

身
に
つ
け
さ
せ
た
い

資
質
・
能
力

• 生徒同士でルールをつくることを
通じて、倫理観を身につける

〈対人基礎力〉
• 受容・共感
• 気配り
• 多様性理解

〈対自己基礎力〉
• 感情（主に怒り）のマネジメント
• ストレスのマネジメント
• 主体的行動
• ルールを守る

〈対課題基礎力〉
• 情報収集
• 本質理解

• 目標に向けて対等に対話を繰り返
すことを通じて、自己修正力を身
につける

• 目標に向かってよりよい方向に自
分の考えや行動を修正する

〈対人基礎力〉
• 役割理解・連携行動
• 相互支援　
• 話し合う・意見を主張する
• 建設的・創造的な討議

〈対自己基礎力〉
• 独自性の理解
• 楽観性

〈対課題基礎力〉
• 目標設定
• シナリオ構築
• 修正・調整

３つのスキルを意識して行動できるこ
とを目指す
①みんながハッピーであること（倫理

観）
②対等に対話を重ねること（双方向コ

ミュニケーション）
③試行錯誤しながら、よりよい方向へ

行動すること（自己修正）
〈対人基礎力〉
• 多様性理解
• 建設的・創造的な討議

〈対自己基礎力〉
• 完遂
• 感情（主に怒り）のマネジメント
• ストレスのマネジメント

〈対課題基礎力〉
• 修正・調整　
• 行動を起こす

＊山本先生作成の年間シラバスを基に編集部で作成。

中学１年生　クロスカリキュラム　年間シラバス

生
徒
の
声

 Februar y  202033

0-01-J-21522-000 2019 年度VIEW21高校版 2月号 32頁 ＣＭ
ＹＫ

新
組
01/23
南部

色
校
02/03
藤原 − −/−

− − −/−
− − −/−

−0-01-J-21522-000 2019 年度VIEW21高校版 2月号 33頁 ＣＭ
ＹＫ

新
組
01/23
南部

色
校
02/03
藤原 − −/−

− − −/−
− − −/−

−
P30-33_view21koukou-2g.indd   33 2020/02/03   11:02


